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法 令

精神保健福祉法第９条、第１２条、第１９条の４、第２２条
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款
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分野施策 0703

１　事業概要 ５　事業説明
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3-4

　精神保健福祉法に基づく措置入院業務や精神科病院の
入院者に関する業務を行う。

　ア　精神保健福祉対策費　　 　　　18,234千円
　イ　措置入院者退院後支援事業　　　1,992千円

（１）事業内容
　　ア　精神保健福祉対策費　　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に基づく事務　　18,234千円
　　イ　措置入院者退院後支援事業　措置入院者の退院後支援に関する事務　　　　　　　　 1,992千円
　
（２）事業計画
　　ア　自傷他害のおそれのある精神障害者を精神保健指定医が診察し措置入院の要否を判断
　　　　精神科病院に対する実地指導・実地審査
　　　　入院者からの電話相談や退院請求・処遇改善請求
　　　　精神保健福祉法に基づく精神科病院に関する事務

　　イ　地域における精神障害者の支援体制の構築
　　　　措置入院者にかかる退院後の支援計画作成及び支援計画に基づく継続支援

（３）事業効果
　　　精神障害者に対し必要な入院医療を提供するとともに、入院患者の権利を保護することができる。
　
（４）その他（前年度からの変更点）
　　　措置入院の入院3か月経過後に行う診察回数見込みの見直し
　　　廃院・統合に伴う実地指導回数の減少
　　　精神保健診察時の通訳見込み時間の見直し
　　　措置入院者退院後支援事業実施回数見込みの見直し

２　事業主体及び負担区分
ア、イ（県10/10）

３　地方財政措置の状況
普通交付税（単位費用）
（区分）衛生費（細目）精神保健費
（細節）精神保健費
（積算内容）措置入院患者のフォローアップ（退院後支

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.6人＝5,700千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 20,226

前年額 21,274 216 21,058

― 保健医療部 194 ―

誰もが活躍し共に生きる社会の実現

20,226 △1,048

障害者の自立・生活支援



 

事業名

単位事業名 予算額 18,234千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 18,234 △767

合計 18,234 △767

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報酬 16,977 △598 精神保健福祉審議会報酬　16人分
指定病院等指導検査報酬
措置入院者等実地審査報酬
改善命令等に係る診察報酬
精神保健診察報酬

報償費 360 △45 精神保健診察外国人患者通訳料

旅費 572 △54 精神保健福祉審議会等旅費
精神保健指定医旅費
職員旅費

需用費 208 △70 食糧費
消耗品費
法定書類等印刷費

　

事業内訳書

精神保健福祉対策費（疾病対策課）

精神保健福祉対策費（疾病対策課）

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 18,234千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

役務費 86 0 退院請求用電話料　12月

使用料及び賃借料 31 0 精神保健福祉審議会等会場費

合計 18,234 △767

精神保健福祉対策費（疾病対策課）

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 1,992千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

一般財源 1,992 △65

合計 1,992 △65

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 1,684 0 精神障害者支援地域協議会(代表者会議・調整会議)報償費
13保健所分

旅費 235 △61 精神障害者支援地域協議会(調整会議)職員旅費
措置入院解除後支援　職員旅費

役務費 73 △4 郵送料　13保健所分

合計 1,992 △65

措置入院者退院後支援事業

主な内容

主な内容


